
                                                           　 　2013年3月15日
２０１２年度社会科学研究所
共同研究会活動報告書
研究課題　　地域研究者と地域実務者が協働して挑む複合科学的なアフリカ・リプロダクション研究　        代表者　　落合雄彦　　印
共同研究員　斉藤文彦、大林稔、金田知子、村上睦子、吉田千有紀、藤田和佳子、中嶋秀昭、Bomi K. Ogedengbe、近藤英俊、三輪敦子、コロマ紀代美
研究期間　　2012 年度
１．研究会開催内容
    　回数　　開催日・場所　　　  報告者（敬称略）　　　　　報告　　　　　　　
第1回　2012年5月13日（日） 大阪梅田キャンパス研修室

報告者：徳永瑞子（上智大学総合人間科学部教授）

テーマ：「アフリカ女性の妊娠・出産・子育てから学ぶ：ザイール（現コンゴ民主共和国）・中央アフリカ共和国での活動を通して」

African Studies Seminar（日韓共催事業）2013年3月14日（木）韓国外国語大学校アフリカ研究所（韓国・龍仁市）
報告者：Dr. Hidetoshi Kondo (Kansai University of Foreign Studies)

テーマ：“Witchcraft and Eventuation of Everyday Life in A Nigerian City”

報告者：Dr. YongKyu Chang (Hunkuk University of Foreign Studies)

テーマ：“Commodification of Divining Spirits in South Africa”

２．研究成果の概要（簡潔に記入ください）

　2012年5月、長年にわたってアフリカの母子保健やエイズ治療に関わってこられた徳永瑞子上智大学教授を本学に招いて研究会を開催した。また、7月には吉田千有紀共同研究員を国際エイズ会議出席のために米国に、8月には近藤英俊共同研究員をアフリカ・リプロダクション研究の現地調査のためにナイジェリアにそれぞれ短期派遣した。さらに、韓国外国語大学校アフリカ研究所との共催事業としてAfrican Studies Seminarを韓国・龍仁市で開催し、近藤英俊共同研究員を同セミナーの講師として派遣した。
３．その他（特に記載しておくべきこと）

特になし。    

